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はじめに 

高齢になっても住み慣れた町で暮らし続けるためには、松山市地域公共交通網形成計画

３.地域の現状 に記載のあるように、公共交通の利用環境の向上が必要不可欠です。 

私たちの住む小野地区・久米地区は、小野地区が小野町・北梅本町・南梅本町・水泥町・

平井町で構成されており、久米地区は北久米町・来住町・久米窪田町・高井町・福音寺町・

南久米町・南土居町・鷹子町で構成されています。人口は小野・久米地区合わせておよそ

47,000 人、うち 75 歳以上人口がおよそ 7,400 人。松山市地域公共交通網形成計画による

と、不便地域・空白地域の人口比率が高く、22～44％に増加しています。 

 

参考：松山市地域公共交通網形成計画 

3．地域の現状 
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参考：松山市地域公共交通網形成計画 

5．基本方針 

小野久米地区内には、松山市地域公共交通網形成計画 各地域の公共交通の現況・課題の

表（上図）にあるように、高齢者が気軽に利用できる移動手段の確保や、不便地域・空白地

域の状況に応じた公共交通の再編など、公共交通に関して対応すべき課題が多く存在しま

す。私たちは、住み慣れた町で暮らし続けるために早急に交通環境を整える必要があると考

え、今既に移動に困っている人・将来的に移動が困難になる人への手当てとして、久枝地区

での先例がある「チョイソコ」を地域に導入し、おでかけ支援を行うことにしました。 

 

地域住民の移動の自由が保障されることによって生まれる相乗効果は計り知れません。

加齢に伴い心身機能が弱っていく高齢者が自由に外出を愉しむことで、要介護状態に近づ

くスピードを緩やかにし、フレイルの予防や健康寿命の延伸につながる可能性があります。 

そして、企業で一番重要な働き手である世代は、老親と向き合う世代でもあります。高齢

者の健康寿命が延びるということは、企業で重要な働き手である世代の住民が安心して働

けることにもつながると考えられます。 

 

私たちは、移動手段の確保はあくまでも「まちづくり」の一環であり、まち全体の良い循

環を生むための出発点になることを目指し活動を行っています。今後は同じ想いをもった

仲間を増やしながら運営を行っていくことで、これまで以上に多くの人に「豊かな移動」を

おすそわけでき、まち全体の「豊かな暮らし」の実現に近づけると考えています。 

 

 

  

0 
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１．現状調査 

小野・久米地区住民の外出状況を把握するため、大阪工業大学 西堀准教授をはじめとし

た関係者と共に住民に対してアンケート調査を実施しました。 

まず、それぞれのおでかけ内容に対して、行くことがあるかどうか（図 1）、また、その

おでかけにどのような交通手段を利用して移動しているか（図 2）を確認しました。診察や

買い物など必要不可欠なおでかけは外出率が高いですが、ランチ・特別な買物・友人に会う・

温泉などの「愉しみの活動」は外出率が３～５割であり、特別な買い物・友人に会う・温泉

については、移動手段として送迎を利用している人が少ないことが分かります。愉しみの活

動をするために送迎を頼むことへの遠慮があったり、愉しみの活動をしたくても外出手段

がないため出来ないといった背景があるのではないでしょうか。 

 

   それぞれ行くことがあるかどうか     どんな交通手段を利用するか 

   
出所：チョイソコおのくめ会員 ヒアリング調査結果速報 

また、おでかけ頻度の充足度に関する質問（図 3）では、日常的な買い物や愉しみの活動に

対して「もっと行きたい」「実は行きたい」と回答している人の割合が高くなっています。

おでかけをする意欲はありますが、交通手段がないため行きたい時に行きたいところへ行

けていない状態であることが考えられます。 

 

おでかけ頻度の充足度  

 出所：チョイソコおのくめ会員 ヒアリング調査結果速報 

図１ 図 2 

図 3 
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２．先例となるチョイソコひさえだについて 

 2021 年 1 月から松山市久枝地区で運行しているチョイソコひさえだの視察や運営メンバ

ーへのヒアリングを行い、現在小野・久米地区にある移動の悩みの解決手段となるか、また

小野久米地区での運行が可能かを探りました。 

 

① チョイソコひさえだの運行形態の確認 

  ・利用者 

久枝地区（久万ノ台・問屋町・安城寺町・東長戸 1～4丁目・西長戸町・船ヶ谷町・

高木町・鴨川３丁目）の住民 

  ・停留所 

主に久枝地区内に、「チョイソコひさえだ」の乗降ができる場所として、停留所を

約 250 ヶ所設置 

  ・運行日および運行時間 

    運行日は、下記を除く平日 

    （１）土曜日・日曜日・祝日 

    （２）その他天候条件や災害など安全な運行に支障がある日 

    （３）年末年始・夏季休暇など運行事業者と運営主体が別に定めた日 

    運行時間は、交通事情などによりやむを得ない場合を除き、9：00～12：00 と 13：

00～16：00 の１日６時間 

 

②地区情報の比較 

  

参照：松山市「町丁別住民基本台帳登録者数（令和 5年 7月 1 日現在）」 

松山市「地区別年齢別住民基本台帳登録者数（令和 5年 7月 1 日現在）」 

2020 年国勢調査データ 2006 年事業所・企業統計調査 
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小野・久米地区は、久枝地区と比べると面積が 10倍近くありますが、小野地区の多くを

山が占めており全域を走行する可能性は低いこと・住民が住む場所と目的地となる場所が

同じ地区内にあり効率的な運行が出来ることから、車両2台でカバーできると考えました。

また、小野・久米地区内には多くの事業所があり、資金面でもある程度の協力が見込めるこ

とから、小野・久米地区でのチョイソコ実現可能性は十分にあると判断しました。 

 

③運営メンバーの確保 

 チョイソコの運行には、運行事業者や予約受付センターはもちろん、利用方法について説

明を行う運営主体が必要です。そこで、まずは NPO 法人の立ち上げを行いました。立ち上

げにあたっては、「地域のために自分も何かしたい」という想いをもった有志の住民や、「地

域住民があって成り立っているので、地域の方々の生活を豊かにする手段として協力した

い」という事業者が集まりました。事業者からは協賛金という形で運営資金をいただいてい

ますが、金銭以上に知恵を出し、企業としてまちづくりに参画する姿勢をもつ事業者ばかり

です。住民と企業が協働して、健康増進と孤立のない地域づくりを目指すこと、そしてなに

より自分たちが住むまちのまちづくりへの参画を進めることを目的とし、「NPO 法人まる

っとおのくめ」として活動を始めました。 

 

３．チョイソコおのくめの導入 

 チョイソコひさえだの視察と地域住民へのアンケート調査から、ドアツードアで利用で

きるチョイソコがあれば外出頻度を高めて愉しみの時間を増やすことができ、さらに小野・

久米地区内で収支を完結させることができると判断し、チョイソコおのくめの導入を決定

しました。 

 

【チョイソコおのくめの運行形態】 

① 利用者 

運行範囲の性質から、利用できるのは小野地区・久米地区にお住いの方とします。また、 

車両の性質から、介助の必要がなく 1人で乗り降りできる方とします。 

なお、現在は、特別な事情を抱える場合以外は、既存の交通事業者への配慮として、65 歳

以上の方に利用を限定しています。特別な事情を抱える方の場合は、運営主体（理事会）の

判断によって利用可能としています。 

 

②停留所 

小野・久米地区内に、「チョイソコおのくめ」の乗降ができる場所として、停留所を約 300

箇所程度設置します。対象区域内の停留所の場所については状況により随時見直しますが、

区域外に停留所を設置することはありません。 
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③対象区域 

「チョイソコおのくめ」の対象区域は下図のとおりです。青色は、小野・久米地区の範囲。

赤色は、小野・久米地区の周囲 500m を目安とし、周辺地区（食場町・杉立町・川の郷町・南高井町・

森松町・土居町・今在家・北土居町・越智・星岡・東石井・天山・中村・小坂・枝松・束本・松末・三町・畑寺・畑寺

町・東野、東温市山之内・樋口・志津川・西岡・田窪・牛渕・野田 1 丁目～3丁目・北野田）の一部を含めた運行

範囲とします。周辺地区を運行範囲に含めることで、気軽に利用できる移動手段をもたない

高齢者がおでかけしたい範囲をある程度カバーできると考えました。 

 

 

④運行日および運行時間 

 運行日は、下記を除く平日とします。 

 （１）土曜日および日曜日 

 （２）祝日 

 （３）その他天候条件や災害など安全な運行に支障がある日 

 （４）年末年始・夏季休暇など運行事業者が別に定めた日 

運行時間は、交通事情などによりやむを得ない場合を除き 9：00 から 16：00 とし、交通

事業者 2 社でそれぞれ 1時間のお昼休憩を確保し、1 社あたり 1 日 6 時間運行とします。

早朝や夕方以降のタクシーが稼働しやすい時間を避け、既存の交通事業者への影響が少

ない時間帯に限定しています。なお、土日祝日・長期休暇を運休日とする理由も同様です。 

 

⑤利用料金 

 利用料金は、以下の 2パターンとします。 

（１）1人につき 1 ヶ月 3,500 円（消費税および地方消費税含む）の定額乗り放題制 

（２）会員と一緒に利用する付き添い会員は、1人につき 1 ヶ月 1,500 円（消費税および地方

消費税含む）の定額乗り放題制 

 

 

図 4 
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⑥予約のルール 

 利用者が「チョイソコおのくめ」を利用する場合、電話による予約が必要です。予約時に

は、乗降場所・希望時間などを伺います。電話以外による予約は受け付けず、また予約内容

以外の乗降はできません。予約は、ネッツトヨタ瀬戸内株式会社モビリティ事業部で受け付

けます。予約受付は 2 週間前から 30 分前までとし、予約受付時間は平日 8：30 から 15：

30 までとします。 

 

⑦車両 

 1 台目の運行事業者は二神タクシー有限会社、2 台目の運行事業者は四国交通株式会社と

し、同社所有の車両（7 人乗りノアウェルジョイン）を使用します。住民からの要望により

３台目以降の車両を実装する場合、小野久米地区内およびその近隣のタクシー会社を運行

事業者とし、車両については同様に当該運行事業者所有の車両を使用するものとします。 

 

 

４．運行状況 

 運行開始した 2022 年 5 月から 2024 年 10 月までの利用実績です。 

 

チョイソコおのくめ 平均運行回数と会員数の変化 
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図 5 
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５．チョイソコ導入前後の変化 

 チョイソコ導入後、利用している地域住民の心身にどのような変化があったのか調査を

行いました。 

 

①お出かけニーズの顕在化 

それぞれのお出かけ内容について普段から「行く」か「行かない」か、頻度は「今のまま

でいい」か「増やしたい」かを聞き、チョイソコを利用する前後での変化をまとめました。 

その結果、チョイソコを利用する前は、あるお出かけ内容に対して「行かない」と答えて

いた方が、利用後には「行く」と回答したり、頻度は「今のままでいい」と答えていた方が

利用後に「増やしたい」と回答するなど、外出意欲が高まっていることが分かりました。好

きな時間に使える移動手段があることで、お出かけしたいというニーズが顕在化されたこ

とになります。 

 また、以前「行く」と回答していた方が「行かない」と回答するようになった声もありま

したが、これらの方は体調の悪化などの背景がありました。 

 

 

出所：2024 年 JCOMM ポスター  

外出による健康増進を目指した「おすそわけ交通」がもたらす効果 

―目的指向型運営の重要性― 

②フレイル予防 

フレイル予防の観点から、利用前後の「身体のフレイル」「心のフレイル」についても

変化が見られました。 

 

②-1 身体のフレイル 

チョイソコ利用開始後の変化として、「からだが元気になった」と回答した人が 16人い

ました。おでかけをする機会が増え自らの足で歩くことによってからだが元気になったと

図 6 
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実感している人がいるようです。 

 

 

出所：NPO 法人まるっとおのくめ チョイソコおのくめ便り Vol.5 

また、同じタイミングで、愛媛医療生協が作成しているフレイルチェックシートを使っ

て身体能力調査テストを行いました。テストの結果を見ると、「気軽に外出できない」と

回答していた人ほど身体テストの結果が悪いことが分かります。これは、「気軽に外出が

できないから身体能力が衰えている」のか、「身体能力が衰えているから気軽に外出がで

きない」のか、はっきりとした関係性までは分かっていません。こちらは今後も引き続き

調査を続け、関係性を探りたいと考えています。 

 

  

 

N＝97（複数回答可） 

図 7 

図 8 
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出所：2023 年 JCOMM ポスター  

地域主導型移動サービス導入前の調査からみた気軽に外出できないことの影響 

～チョイソコおのくめ導入前の調査結果より～ 

 

なお、外出頻度が健康状態と関連していることについては既に様々な調査がされていま

す。チョイソコで自由におでかけが出来るようになることで、健康維持やフレイル予防に

繋がり、元気に歳をとれる地域に近づくのではないでしょうか。 

 

 
出所 内閣府 平成 30 年度版 高齢社会白書 

 

②-2 心のフレイル 

身体のフレイルと同様に、チョイソコ利用前後で心の状態にも変化が見られました。

「こころが元気になった」と回答した数は身体の変化を感じた数よりも多く、「幸せと感

じるようになった」と回答した人のうち、自由意見欄に「人と会う」といった記載がある

N=55 

図 9 

図 10 
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人については、全員が「幸せと感じるようになった」と回答していることが分かりまし

た。 

 

 

 

  

【調査主体】 NPO法人まるっとおのくめ／大阪工業大学 准教授 西堀泰英／愛媛大学／松山アーバンデザインセ

ンター／ネッツトヨタ瀬戸内株式会社 

 

おでかけ先で人と会話をすることはもちろん、チョイソコ車内も交流の場のひとつにな

っており、利用者同士やドライバーとの会話を愉しんでいる方もいらっしゃるそうです。

中には「ドライブ気分を味わえるし色んな人と会えるから遠くまで相乗りしてもいい」と

いう利用者もおり、交流を愉しんでいる様子が伺えます。 

 

 

幸せと感じ

なくなった

5.6%

変化してい

ない

22.2%幸せと感じ

るように

なった

66.7%

不明

5.6%

100.0%

50.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

「人と会う」コメントあり（6）

「人と会う」コメントなし（12）

幸せと感じなくなった 変化していない 幸せと感じるようになった 不明

N＝97（複数回答可） 

チョイソコ利用開始から 1 年半後時点での変化 

N＝18 

N=18 

図 11 

図 12 
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また、「自由に買い物に出かけられる」「これまで行ったことのなかった場所に行ける」

といったことも、心の変化に繋がっていると考えられます。チョイソコは時間や行程を自

由に決められることから、自分でスケジュールを考え、予約を取り、予約通りに行動する

ことを求められ、これらを繰り返すことで「自分一人でできることがある」と喜びを感じ

る方もいるようです。 

 

 

 

 外出頻度と生きがいを感じる人の割合についても様々な調査がされています。 

 

 

出所 国土交通省 令和 2年度版 交通政策白書 

 

②-3 社会的フレイル 

活動を続けていると、「身体のフレイル」「心のフレイル」だけでなく、「社会的フレイル」

にも影響を与えていることが分かりました。 

チョイソコおのくめでは、単なる外出手段の提供だけではなく、定期的にイベントを開催

する「外出機会の創出」にも力を入れています。チョイソコ運行開始時にはちょっとした顔

見知りや知り合いができ、地域の住民同士のつながりが広がることを期待していましたが、

実際にチョイソコの車内やお茶会イベントで頻繁に顔を合わせる利用者同士が意気投合し

て連絡先を交換し、その後一緒にランチに出かけた という事例がありました。 

 

図 13 

図 14 
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↓梅本の里 いつものキッチンをお借りしたアンケート調査会 

   

↓ロコモ K.O.南久米店 体操教室 

   

↓松山学院高等学校とコラボ「マツガクカフェ」 

   
↓協力事業者とコラボ「まるっとカフェ」 

   

 

昨年には、いつもお茶会で集まる利用者数名で計画を立てて、自分たちで車を手配し、日

帰りしまなみ旅行に行ったそうです。参加者の最高齢は 90 代の方で、チョイソコをきっか

けにこのような機会が生まれなければ 1 人では旅行に行くことも難しかったであろうと考

えられます。チョイソコをきっかけとした新たな人と人のつながりが生まれ、生きがいや愉

しみに繋がっているようです。 
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↓日帰りしまなみ旅行 

   

 

６．県内外からの評価  

 松山市内で運行している地域主体のチョイソコのしくみは県内外を問わず多くの注目を

集めており、各地から視察に訪れています。 

 

〇視察（一例） 

 2022 年 7月 愛媛県庁、今治市役所（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 7月 中予地方局、大阪工業大学（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 9月 和歌山大学（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 10 月 富山県氷見市（チョイソコおのくめ） 

 2022 年 10 月 神奈川県横浜市（チョイソコおのくめ） 

 2023 年 9月 トヨタ自動車株式会社（チョイソコひさえだ） 

2024 年 8 月 京都府八幡市（チョイソコひさえだ） 

2024 年 11 月 富山県魚津市（チョイソコひさえだ、チョイソコおのくめ） 

 

〇日本モビリティ・マネジメント会議（JCOMM） 

このチョイソコのしくみは全国的に評価されており、2022 年から 3 年連続で JCOMM賞を

受賞しています。 

 ※JCOMM 賞は、国内のモビリティ・マネジメントの実務発展と技術発展を意図して設置されたものであり、国内の

様々な取り組みや研究の中でも特に優秀なものを日本モビリティ・マネジメント会議（JCOMM)実行委員会として選定

し、その実現に貢献した個人・団体を表彰するものです。 
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2022 年  

第 17 回日本モビリティ・マネジメント会議  

ポスター賞 受賞 
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2023 年  

第 18 回日本モビリティ・マネジメント会議  

JCOMM ポスター賞 代表理事賞 受賞 

 

2024 年 

第 19 回日本モビリティ・マネジメント会議  

プロジェクト賞 受賞 
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７．まとめ 

 チョイソコは「自分たちの地域は自分たちでよくしよう」という想いの基、地域主体で進

んでいったプロジェクトであり、試行錯誤しながら運営をしてきました。なかなか地域の中

で理解を得られなかったり、これまで馴染みのない仕組みに対する戸惑いの声を含めた

様々な意見をいただいたりと歯痒い思いをしたこともあります。しかし、地域のためにと、

諦めずに仲間たちと自らを奮い立たせてきました。おかげで徐々に地域に根付いていき、

「チョイソコがある町 おのくめ」として浸透してきたように思います。また先述のように

チョイソコを通して確実にお出かけ総数は増え、フレイル予防につながり、地域が元気にな

ったと強く感じます。何より地域が主体となって本気で取り組めばこのように課題解決が

できるということを身をもって体感し、勇気と自信を持つことができました。 

 

 ここまでの取り組みを通して特に感じたこと。それは、問題・課題を明確にすること。目

的を明確にすること。多様な人が自分事と捉えること。この 3点です。幸い、ノウハウは蓄

積することができています。実際に他の地域にも似た趣旨の取り組みが拡がりつつありま

す。必要に応じて、このノウハウを提供する用意もあります。 

 

 私たちはこれからも、「自分たちの地域は自分たちでよくしよう」という想いの基、取

り組みを進めます。この取り組みが契機となり、おでかけに関する問題を自分事として捉え

る人の輪が、松山市内全域に拡がることに期待しています。 




